
＝子どもの詩 「サイロ」 ３月 №７４７ より＝ 

また、新入生代表が緊張の

中、背筋を伸ばし、自分の言

葉でしっかりと中学校生活の

抱負を伝えてくれました。 

 

 

 

 

 

私たちが、自分の考えや思いを相手に伝える手段には、身振りや手振りなど

態度やジェスチャーもありますが、よく伝わるのは「言葉」だと思います。特に、

書面や画面上で読むのではなく、書いた本人が直接読んだり、語ったりすると

込められた思いが、よりいっそう聞き手の心に届きます。 

入学式の歓迎の挨拶の中で、生徒会長が、新入生に優しく語りかけるように、

次のように呼びかけました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 最後に、一編の詩をご紹介します。今の時代をどのように受け止め、感じているかは、お子様それぞれだと思い

ますが、かけがえのない存在には変わりありません。３年間という限られた時間の中で、一人一人の可能性を最大

限に伸ばすのが、学校の役割です。お子様たちの未来を見据えながら、「今」を大切にしてまいります。 
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 中学校の入学説明会の映像を見て、僕は特にアイ

スホッケーの授業が楽しみになりました。帯広なら

ではのスポーツなので、とても楽しみです。 

 帯広第五中学校は、複数の小学校から生徒が集ま

ります。他の小学校から来た人たちとも仲良くなり

たいです。 

純 剛 №３ 令和４年４月１５日 

校長 髙 橋   譲 

＜目指す生徒像＞ 自ら学び 思いやりのある たくましく生きる生徒 

帯広市立帯広第五中学校 

学校だより 

安心・安全を守り 認め合い 支え合い 高め合う学校 ＜目指す学校像＞  

かけがえのない、生徒たちの思いに応えるために・・・ 

今、皆さんは、小学校との違いや新しい友達づくりに、不安や戸惑いを感じているかもしれません。 

もし、そうだとしたら、それは、皆さんが今までより一歩前に進んでいる証拠です。未知の世界を 

前にすると、人は誰でも、そんな気持ちになるものです。 

そんな時こそ、私たち２・３年生を頼ってください。一緒に考えたり、悩んだり、笑い合ったりして、 

一緒に過ごせる限りある時間を共に過ごしましょう。 

4/8 学級発表に見入る 

子どもたちの足元に 

ひっそりと・・・ 

入学式では代表２人の言葉しか聞くことができませんでしたが、新しい１年のスタートという節目ですから、私たち

大人と同様に、子どもたち一人一人も、様々な目標・決意・思いを胸に抱いていると思います。 

 ご家庭でも、ぜひ、お子様の夢や希望を聞き、励ましの一言をお願いします。お子様にとって、一番嬉しいのは、

「頑張って！」「応援してるよ！」等の温かい一言。傷つくのは「どうせ、▲■×・・・」「去年も結局、×▼●・・・」等の

否定的な一言です。 

 私たち五中の教職員も、日々、『認め・励ます指導・支援』を心掛けてまいりますので、ご理解とご協力をお願いい

たします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

=佐藤会長、コロナ禍の中、お疲れ様でした= 

=脇坂副会長には、別途贈呈いたしました= 

「ＰＴＡ総会（オンライン開催）」「学級懇談会」を開催しました 

＝新役員の皆様、よろしくお願いいたします＝ 

（ご紹介は、総会資料に代えさせて頂きます） 

今年度のＰＴＡ総会は、新型コロナウイル

ス感染症対策として、出入口を学年別とし、

会場も役員さんはパソコン室、会員のみなさ

んは各学級に分かれてオンラインで開催さ

せていただきました。 

オンラインの会議には初めて参加された

方もいらっしゃったと思いますが、「離れてい

ても、つながることができる」便利なツールと

して、学校教育でも活用が広がっています。 

議事については、令和３年度と令和４年度の事業や決算・予算案について、

事務局が一括して報告・提案し、会員の皆様に承認いただくことができました。 

（↑一番上の写真のとおり、各教室で、拍手をいただく様子がわかりました！） 

令和４年度は、まだまだ先が見通せない状況にはありますが、佐藤前会長の

「できることを、できる限り」という思いを引継ぎ、来週 22 日（金）の一斉委員会で

事業計画をご検討いただくことになります。よろしくお願いいたします。 

旧役員の皆様、本当にありがとうございました。引き続き、「サポーターズクラ

ブ」等の活動などにお力添えをくださいますよう、重ねてお願い申し上げます。 

What’s up, 五中？ 

What’s up ? とは、英語の簡単なあいさつで、「元気？」「どうしてる？」にあたります。このコーナーでは、「五中生・五中の 

キラリ輝く今」を 5つ星になぞらえ、５枚の写真でお伝えします！リクエストは、お気軽に☎34-5710にお寄せください。 
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=入学式のお花は今もイキイキ！= =ｼﾞｬｰｼﾞー も姿勢もピッカピカの１年生！= 

=大人も考えさせられます…３年生・国語科の授業= 

=美術の授業でもﾀﾌﾞﾚｯﾄを使う時代…２年生= 

=五中では、家に持ち帰る教科書等は自分で 

考えます。「今日の家庭学習では…」 = 

< お 詫 び > 

この度、当該のご家庭に提出いただきました、

「自転車通学許可願い」の裏面地図が、校区全域を

網羅しておりませんでした。欄外にご自宅をご記入

されたり、困惑されたりした保護者の皆様には、大

変失礼いたしました。 

来年度に向けて、速やかに改善を図ります。 

誠に申し訳ございませんでした。 


